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３
月
25
日
、
東
京
都
は
今
後
10
年
以
内
に
優
先
整
備

す
る
道
路
計
画
と
し
て
、
小
金
井
の
２
路
線
を
含
む
320

区
間
226
ｋ
ｍ
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
３
月
13
日
、
は
け
の
自
然
と
住
環
境

を
守
る
た
め
、
道
路
計
画
の
見
直
し
を
求
め
て
、
市
民

１
２
５
人
が
集
ま
り
、
「
都
市
計
画
道
路
を
考
え
る
小

金
井
市
民
の
会
」
の
発
足
の
会
を
開
き
ま
し
た
。

会
は
、
道
路
住
民
運
動
全
国
連
絡
会
の
長
谷
川
茂
雄

さ
ん
が
、
東
京
都
の
道
路
計
画
は
、
①
人
口
減
少
も
無

視
し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
②
半
世
紀
以
上

も
前
の
計
画
に
固
執
し
、
一
向
に
見
直
し
さ
れ
な
い
道

路
計
画
で
あ
り
、
③
過
大
な
交
通
量
な
ど
の
予
測
で
あ
っ

て
、
「
路
線
選
定
根
拠
」
「
検
討
デ
ー
タ
」
「
検
討
会

議
録
」
も
公
表
さ
れ
ず
、
検
討
会
議
は
非
公
開
で
結
果

の
み
の
公
表
で
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
運
動
で
計
画
を
ス

ト
ッ
プ
で
き
る
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
計
画
地
に
住
む
権
利
者
や
、
道
路
建
設
の
見
直

し
の
運
動

を
始
め
た

方
か
ら
の

報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

会
の
役
員

と
し
て
、

共
同
代
表

４
人
と
世

話
人
12

人

と
事
務
局
・

会
計
、
会

計
監
査
を

選
出
し
、

会
の
ア
ピ
ー

ル
を
採
択

し
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
小
金
井
３
・
４
・
１
号
線
と

３
・
４
・
11
号
線
外
と
は

小
金
井
市
の
２
つ
の
優
先
整
備
路
線
は
、
54
年
前
に
、
住
民
へ
の
説
明

も
、
同
意
も
必
要
の
な
か
っ
た
旧
都
市
計
画
法
で
認
可
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
時
は
畑
や
林
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
で
は
、
住
宅
が
立
ち

並
ぶ
地
域
。
同
時
に
「
は
け
」
と
呼
ば
れ
る
国
分
寺
崖
線
と
野
川
や
武
蔵

野
公
園
を
分
断
す
る
道
路
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
緑
豊
か
な
自
然
を
求

め
て
住
み
始
め
た
住
民
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
四
季
を
通
じ
て
、
小
鳥
が

さ
え
ず
り
、
草
花
が
生
い
茂
る
「
は
け
」
の
近
く
や
野
川
を
散
策
す
る
市

民
に
と
っ
て
も
、
憩
い
の
場
を
こ
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

近
く
に
は
小
学
校

と
中
学
校
が
あ
り
、

こ
の
通
学
路
を
分
断

す
る
自
動
車
が
行
き

交
う
道
路
が
で
き
れ

ば
、
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

東
京
都
は
、
道
路

選
定
の
理
由
に
防
災

と
交
通
安
全
の
た
め

と
し
て
い
ま
す
が
、

大
型
道
路
は
防
災
に

は
役
立
た
な
い
こ
と

は
阪
神
大
地
震
で
証

明
済
み
、
ま
た
、
大

型
道
路
こ
そ
、
交
通

事
故
が
多
く
な
る
こ

と
も
事
実
が
証
明
し

て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

地図は、はけの文化と自然をまもる会作成



都市計画道路のパブリックコメント
小金井２路線で、都全体の意見数の51％

★小金井3･4･1号線に対する意見
●地域の貴重な資源である国分寺崖線「はけ」

や野川などの自然、景観、歴史・文化を破壊

する上、高額の事業費となる道路整備は行う

べきではない。野川第一・

第二調節池地区自然再生

全体構想や文化財の保存

の考え方等と道路整備の

計画との整合はどのよう

になっているのか

●当該道路の整備は新小

金井街道までの行き止ま

りとなっており、周辺の

道路交通環境はかえって

悪化すると思う

●当該路線ができても、

東側の地域から市役所や

武蔵小金井駅に向かう際

は、はけを通過せず、平坦にアクセスできる連雀通りを使い続けるこ

とになるので、必要性を感じない

●「地域の安全性の向上」を主な選定理由として挙げているが、地域

を走行する自動車のスピードが上がり、かえって危険になるように感

じる。現地の地形等多面的に検討して計画すべき

★小金井3･4･11号線外に対する意見
●人口減少や交通量の減少が想定される中、莫大な税金の投入と武蔵

野公園の自然を失ってまで、当該路線を整備する必要性を感じない

●まとまった宅地開発で空間が確保されており、延焼遮断機能は確保

されている

●当該道路の整備の必要性について説明がない。 近建替えた家も多

くある中、整備の必要性を理解できない

●高齢者や子供たちの安全性や地域コミュニティの存続を脅かす計画、

武蔵野公園の野球グランドを削られる計画で許容することはできない。

既存道路を活かせる線形に変更し、公園を避ける計画とすべき

●この道路がつながると、終端の五日市街道の渋滞はかえって悪化

●地域の貴重な資源である国分寺崖線（はけ）や野川などの自然、景

観、歴史・文化を破壊する道路整備は行うべきではない。現状の道路

交通環境に特に問題は感じていない。野川第一・第二調節池地区自然

再生全体構想等との整合はどのようになっているのか

【これまでの経過】

２０１５年

12月18日 東京都は、「東京における都市計

画道路の整備方針（第四次事業化計画）

（案）」を公表、選定された優先整備路線

の中に、小金井市市内の２つの路線（小金

井３・４・１号線と小金井３・４・１１号

線外）が含まれていることが判明しました。

同日からパブリックコメント開始

２０１６年

１月31日 道路問題を考える連絡会の第１

回呼びかけ人会議開催（３月13日に小金井

の連絡会の発足会を開催することを確認）

２月３日 都段階の都市計画道路問題情報

交換会、小金井の関係者も参加

２月11日 第２回呼びかけ人会議

３月６日 第３回呼びかけ人会議

３月８日 市議会環境建設委員会３つの陳

情書の審査（「はけの文化と自然をまもる

会」の陳情書は3/23で、4500筆の署名に）

同日 西岡市長「都の事業なので、市

が判断する立場にない」と答弁

３月９日 共同代表・世話人会議

発足の会の準備、会の名称を「都市計

画道路を考える小金井市民の会」（略称：

道路市民の会）とすることを確認

３月13日 「都市計画道路を考える小金井

市民の会」の発足の会開催

３月14日 道路市民の会として、都議会の

全会派に要請文を渡し、協力要請。都知事

に見直し要請文提出

３月23日 小金井市議会で、議員提出の見

直しを求める意見書が可決（賛成17名、反

対6名：自民など）

同日 西岡市長は予算特別委員会で、

「早期にすすめるのではなく、景観や環境

を守ることを検討する必要がある」と答弁

し、22日に東京都に出向いて、同趣旨の意

向を伝えたことを明らかにした。

３月28日 市議会で、「はけの文化と自然

をまもる会」と「野川ほたる村」ほかの提

出の３つの陳情書採択

３月30日 東京都は「都市計画道路の整備

方針（第四次事業化計画）」の発表（小金

井の２路線を含む）。東京都はパブリック

コメントの結果も公表

同日 第１回世話人会開催。

４月7日 市民の会のフェイスブック開設

４月10日 第２回世話人会開催

４月21日 市議会各会派へ協力要請（共同

代表）

４月24日 防災・道路問題学習会（講師：NP

O 法人くらしの安全安心サポーター理事長

日本大学理工学部・大学院講師 中村八郎さん）

小金井3･4･1号線

小金井3･4･11号線

小金井２路線

見直し意見が96％

【編集後記】市民の会への入会ありがとうございます。現在の会員

は72人です。みなさんに、会報第１号をお届けします。24日の「学

習会」に間に合わせるために、急いで作成したため、暫定１号とし

ました。みなさんのご意見をおまちしています。

フェイスブックをご覧下さい

フェイスブック 都市計画道路を考える小金井市民の会 検索
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住み続けられる緑と文化が薫る小金井のまちをめざして、
私たちは東京都の２つの道路計画の見直しを求めます

東京都が突然3・4・1号線（中町1，4丁目、前原町3丁目、貫井南町2丁目、幅員16ｍ延長2060ｍ）、3・4・11号線（東町5

丁目、幅員18ｍ延長830ｍ）を整備する計画案の発表したことを受けて、私たちは、正しい情報の交換を通して事実を共有

し、計画案の実際を知り、それが私たちの生活に及ぼす影響や対応

について共に学び、知恵を出し合い、一緒に考えて未来に向けて提

案していくために、私たちは撤回や見直しを求めようと、考え方や

立場の違いを超えて、暮らしや自然環境を守るべく、自由参加をも

とに今日一堂に集まりました。

私たちは、二つの都市計画道路の整備には以下の問題があると考

えます。

第１に、この地域は国分寺崖線・野川公園・武蔵野公園を有してお

り、小金井市にとっても東京都にとっても、貴重な自然環境と文化

の足跡を壊すことになります。

東京都は、はけの森(国分寺崖線の自然林)について、景観とみど

りを保全する区域に指定しています。はけの森は、東京都と多摩地

域の地形的な景観を構成する重要な要素であり、景観を保存するた

めにも簡単に開発し変更するべきではありません。

また野川第１、第２調節池とはけの斜面は、自然再生事業地に指

定され、再生事業も推進されつつあります。自然環境の保全と道路計画は矛盾するのではないでしょうか。さらに該当する

区域には大岡昇平氏の小説「武蔵野夫人」の舞台となった土地も含まれています。唯一無二の小金井市の文化の足跡も消し

てしまうのでしょうか。

緑と自然と文化を残し、将来まで享受できるまちをつくることは未来に対する私たちの責任です。

第２に、将来設計や住環境にも大きくかかわる問題にもかかわらず、市民には説明もなく決定されようとしており、「寝耳

に水」の計画です。

地権者は、突然の道路整備によって、終の棲家を失います。小金井市には代替地が少なくこの地域から出ていくことにな

り人口減に繋がります。近隣の住民は、通過車両による排気ガス、騒音、振動、交通事故など住環境が悪くなることは明ら

かです。市民の生活のリスクにかかわる計画を、「50年前に決定したから」と一方的に押しつけることは理解できません。

今は50年前と違って住宅密集地に変化しています。主権者である市民に説明もせず、事業をおしつけることは許されません。

第３に、２つの道路の整備によって地域が分断され、コミュニティが破壊され、児童・生徒の生活にも影響が出ます。

災害が起こった時には地域の絆が大切でその果たす役割が大きいにもかかわらず、道路によって町を分断することは防災

力を弱めることになります。また、南小学校、前原小学校、第一小学校、第二中学校、東中学校、南中学校の通学路で、児

童、生徒の安全が保障されるのか、疑問です。

以上のような問題があるにもかかわらず、東京都は、小金井市民に対し相談も説明もありません。小金井市は「東京都の独

自の事業であり、東京都が決めること」と他人事の回答です。市長が掲げられている「市民に役立つ市役所」とは程遠いと

言わざるを得ません。小金井市と市民にとって大切な自然と文化の足跡を壊し、市民の生活環境を大きく変えてしまうこと

に、小金井市と市長がこのような対応をされることは大変残念です。

東京都と小金井市は、小金井市内のはけの自然と住環境を守る立場で、以下の項目を実行していただくよう、要請します。

１．何故この二つの路線が優先整備路線の計画に入ったのか、東京都は住民が納得できる理由を明確に示すこと。

２．この都市計画道路は昭和３７年に決定された計画で、当時と現在では社会経済状況（住環境）が大きく変わっていま

す。住民の合意が得られない２路線の事業化を見直すこと。

３．住環境を破壊してまで１６ｍ、１８ｍ道路の必要性はありません。既存道路の改良・再生を優先すること。

４．災害に強いまちづくりのためには、住宅の耐震補強や耐火構造への支援を優先すること。

2016年3月13日 都市計画道路を考える小金井市民の会発足の会・参加者一同

都市計画道路を考える「道路市民の会」発足会で採択されたアピール文を紹介します。

はけの道から望むムジナ坂

計画道路予定地に住んでいる方から
私は３５年前に調布の深大寺の野川べりから子どもたちの

ため、新居候補地を探し回った結果、やはり野川近くの武

蔵野の自然に恵まれた東町に選定しました。

武蔵野公園やはけの道など子どもたちにとっては本当に

恵まれた環境で毎日真っ黒になって遊びまわる姿を見てお

りました。将来のこの近隣の子どもたちへの安心できる住

環境のことを考えますと、都市計画道路を考える小金井市

民の会の４つの要請項目を達成するように皆さまと一緒に

なって運動を進めたいと思います。

東町の一地権者より

市議会各会派に協力要請
４月21日、市民の会共同代表は、市議会会派（下記）に、

道路計画の見直しを求める運動への支援要請を行いました。

【自由民主党,日本共

産党,公明党,民主党,

リベラル保守の会,生

活者ネットワーク,緑・

市民自治こがねい,こ

がねい市民会議,小金

井自由民主】



西
岡
市
長
、
市
民
と
議
会
の
声
に
押
さ
れ
、

「
環
境
守
る
こ
と
を
都
に
伝
え
た
」
と

西
岡
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
、
都
市
計
画
道
路
は
「
都

の
独
自
の
事
業
で
あ
り
、
市
が
意
見
を
言
う
立
場
に
な

い
」
と
市
議
会
で
答
弁
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
の
声

に
お
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
で
、
「
３
・
４
・
１
号

線
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
対
応
し
た
い
」
「
３
・
４
・
１
号
線
、
３
・
４
・
11

号
線
に
つ
い
て
は
早
期
に
す
す
め
る
の
で
は
な
く
、
景

観
や
環
境
を
守
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

答
弁
し
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
を
変
更
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
西
岡
市
長
は
、
22
日
に
東
京
都
に
出
向
き
、
こ
の

こ
と
を
伝
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

見直しを求める意見書（議員提案）と
２つの団体から提出された陳情書が可決

３月23日の小金井市議会、「都市計画道路の見直しを求め

る意見書」が可決されました。見直しを求める市議会４会派

が共同提案したもの。

意見書に賛成した会派は、日本共産党、公明党、生活者ネッ

ト、緑・市民自治、リベラル保守、こがねい市民会議。反対

は、自民党、小金井自由民主です。

また、はけの文化と自然をまもる会と野川ほたるの会が提

出した２件の陳情書も可決されました。

都
議
会
全
会
派
に
要
請

発
足
会
の
翌
14
日
、
会
か
ら
６
人
が
都
議
会
と

都
庁
を
訪
問
し
、
発
足
会
で
採
択
さ
れ
た
ア
ピ
ー

ル
（
要
請
書
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
請
し
た
都
議
会
会
派
は
、

東
京
都
議
会
自

由
民
主
党
、

都
議
会
公
明
党
、
日
本
共
産
党
東

京
都
議
会
議
員
団
（
懇
談
：
曽
根
は
じ
め
都
議
、

白
石
た
み
お
都
議
）
、
都
議
会
民
主
党
、

都
議

会
維
新
の
党
（
懇
談
：
石
川
良
一
都
議
）
、
か

が
や
け

T
o
k
y
o

（
応
対
：
音
喜
多
駿
都
議
）
、

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
無
所
属
（
深
呼
吸

の
で
き
る
東
京
）
、
無
所
属
（
東
京
み
ん
な
の
改
革
）
、

無
所
属
（
東
京
維
新
の
会
）
全
て
の
会
派
で
す
。

都
知
事
要
請
で
は
、

都
市
整
備
局
の
都
市
基
盤
部

街
路
計
画
課
区
部
街
路
計
画
係
課
長
代
理
の
柴
田
辰

美
氏
に
お
話
し
し
て
、
手
渡
し
ま
し
た

住
民
無
視
の
計
画
道
路
に
声
を
あ
げ
て
行
く
こ
と
が
大
切

道
路
住
民
運
動
全
国
連
絡
会
の
長
谷
川
茂
雄
さ
ん
は
、
都
の
道
路
計
画
は
、
交
通
量
、

交
通
需
要
、
物
流
、
人
口
は
、
過
大
な
予
測
に
基
づ
く
も
の
で
、
「
路
線
選
定
根
拠
」

や
「
検
討
デ
ー
タ
」
や
「
検
討
会
議
録
」
が
公
表
さ
れ
ず
、
環
境
改
善
な
ど
視
野
に
な

く
、
木
々
な
ど
の
緑
を
伐
採
し
な
が
ら
、
「
道
路
整
備
で
緑
が
増
え
る
」
と
述
べ
、
住

民
、
都
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
他
の
府
県
で
は
、
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
都
内
で
も
住
民
運
動
で
建
設
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
声
を
あ
げ
て
行
く
こ
と
が
大
切
と
強
調
し
ま
し
た
。

貴
重
な
動
植
物
、
町
を
分
断
す
る
計
画
道
路

東
町
五
丁
目
の
居
住
者
か
ら
、
は
け
の
地
域
に
は
「
筆
竜
胆

（
ふ
で
り
ん
ど
う
）
、
金
蘭
、
銀
蘭
な
ど
の
植
物
の
希
少
品
種

が
生
息
し
、
動
物
も
狸
の
親
子
が
ム
ジ
ナ
坂
に
現
れ
て
お
り
、

大
鷹
も
生
息
さ
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
地
下
水
脈
も

切
ら
れ
る
と
動
植
物
が
生
息
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
縄
文
土
器
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
地

域
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
で
お
こ
な
っ
て
い
る
３
箇
所
の
「
自
然
再
生
事
業
」
の
ひ
と
つ
が
、

こ
の
地
域
な
の
で
、
一
方
で
再
生
事
業
、
他
方
で
こ
れ

を
壊
す
道
路
計
画
は
無
駄
遣
い
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。

３
・
４
・
11
は
、
は
け
の
傾
斜
が
き
つ
く
、
ま
た
、

高
圧
送
電
線
も
あ
り
、
道
路
勾
配
を
緩
や
か
に
し
な
け

れ
ば
行
け
な
い
の
で
、
西
武
線
と
同
じ
よ
う
な
連
雀
通

り
か
ら
切
通
に
し
て
道
路
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
可

能
性
が
高
く
、
西
武
線
と
こ
の
道
路
に
囲
ま
れ
た
地
域

は
東
西
に
行
き
き
で
き
る
箇
所
が
１
箇
所
く
ら
い
と
な

り
離
れ
小
島
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

３
・
４
・

１
号
線
も
同
じ
で
、
南
北
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
移

動
に
不
便
な
町
に
な
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「道路市民の会」発足の会の講演から

（
上
）
日
本
共
産
党
都
議
団

と
（
左
）
維
新
の
党
都
議
と

計画道路と西武多摩川線の間の地域の説明

筆竜胆（フデリンドウ）の花


